千葉市福祉カー貸付事業実施要綱

（目的）

第１条　この要綱は、千葉市在住の心身障害者に対し、リフト付きワゴン車（以下「福祉カー」という。）の貸付けを行うことにより障害者の社会参加を促進し、福祉の増進を図ることを目的とする。

（利用対象者）

第２条　福祉カーを利用することができる者は、本市に住所を有する心身障害者で、日常の歩行が困難な者とする。ただし、例外として次の各号の一に該当する者についても利用を認めるものとする。

（１）本市における障害者福祉事業関係者

（２）その他社会福祉法人千葉市社会福祉事業団理事長（以下「理事長」という。）が福祉カーを利用することを適当と認めた者

２　福祉カーの貸付については、前項の規定に該当し当該福祉カーを公序良俗に反しない目的において使用する者（以下「利用者」という。）に対して行うものとする。
（貸付を行わない日）

第３条　福祉カーの貸付は、次の各号に掲げる日についてはこれを行わない。

（１）年末年始（１２月２９日から翌年の１月３日までの日）

（２）福祉カーの点検整備に要する日

（３）その他理事長が必要と認めた日

（貸付の開始及び返却）

第４条　福祉カーの貸付を開始する時刻は午前９時からとし、返却をする時刻は午後５時までとする。

（貸付の期間）

第５条　福祉カーの貸付の期間は５日以内とする。ただし、次の各号に該当する場合においてはこの限りではない。

（１）使用期間終了予定日が千葉市療育センターの閉館日である場合。

（２）福祉カーの使用目的に伴い、当該貸付期間について理事長が適当と認められる場合。

（貸付料等）

第６条　福祉カーの貸付料は無料とする。ただし、福祉カーを使用した際に消費した燃料については、返却時に利用者が同量を補給しなければならない。

（運転者）
第７条　利用者は当該福祉カーの貸付を受けた使用期間において、福祉カーを運転する者（以下「運転者」という。）を確保しなければならない。
２　運転者は普通自動車免許取得後３年以上経過している者とする。
（貸付の申請）

第８条　福祉カーの貸付を受けようとする者は、利用しようとする日の１５日前までに千葉市福祉カー貸付申請書（様式第１号）及び添付書類を理事長に提出して申請しなければならない。なお、添付書類については別表のとおりとする。
（貸付の決定）

第９条　理事長は、前条の規定による申請を受けた場合は、内容を審査し、福祉カーの貸付を承認したときは千葉市福祉カー貸付承認通知書（様式第２号）を、貸付を不承認したときは千葉市福祉カー貸付不承認通知書（様式第３号）を当該申請者に通知するものとする。

（貸付台帳の整備）　

第10条　理事長は福祉カーに係る台帳を整備し、常に適正な管理を行うものとする。

（事故の処理等）
第11条　貸付を受けた福祉カーの利用に伴い発生した事故については、利用者及び運転者が責任をもってその処理にあたるものとする。

２　利用者及び運転者の故意又は重大な過失により福祉カーを損傷したとき、または利用者が虚偽の申請により貸付を受けたときは、当該利用者にその責を負わせることができる。

（運営の委託）

第12条　福祉カーの運営は、社会福祉法人千葉市社会福祉事業団に委託して行うものとする。
（委任）

第13条　この要綱に定めるもののほか、福祉カーの貸付に関し必要な事項は保健福祉局長が定める。

　　附　則

　この要綱は、平成３年３月１日から施行する。

　　附　則

　この要綱は、平成９年４月１日から施行する。

　　附　則

　この要綱は、平成１１年４月１日から施行する。

　　附　則
　この要綱は、平成１６年２月２６日から施行する。

　　附　則

　この要綱は、平成１８年４月１日から施行する。
　　附　則

１　この要綱は、平成２２年４月１日から施行する。

２　この要綱の施行の際現にこの要綱による改正前の様式により調製された用紙は、当分の間、必要な箇所を修正して使用することができる。
　　附　則

１　この要綱は、平成２４年４月１日から施行する。

２　この要綱の施行の際現にこの要綱による改正前の様式により調製された用紙は、当分の間、必要な箇所を修正して使用することができる。
附　則

１　この要綱は、平成２８年６月１日から施行する。

２　この要綱の施行の際現にこの要綱による改正前の様式により調製された用紙は、当分の間、必要な箇所を修正して使用することができる。
別表

千葉市福祉カー貸付申請書（様式第１号）に添付する書類

	対象者
	対象書類

	利用者
	身体障害者手帳又は療育手帳の写し

	運転者
	運転免許証の写し


